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緊
急
地
震
速
報

　

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
「
東
日
本

大
震
災
」
は
世
界
最
大
級
と
な
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．０
を
観
測
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
震

災
か
ら
１
年
５
ヵ
月
が
経
過
し
た
現

在
で
も
、
東
北
各
地
に
は
い
ま
だ
に

そ
の
爪
痕
を
深
く
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
震
災
に
よ
り
市
内
で
は
震
度
４

が
観
測
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も

大
き
な
被
害
は
免
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域

で
は
東
海
地
震
の
発
生
の
可
能
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
発
生
の
際
は
、
ま
ず
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
り
（
自
助
）、
数
日

間
あ
る
い
は
何
週
間
は
同
じ
避
難
所

に
集
ま
っ
た
近
隣
の
人
同
士
で
助
け

合
う
こ
と
（
共
助
）
が
何
よ
り
重
要

で
す
。
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南
ア
ル
プ
ス
市
総
合
防
災
訓
練

■防災訓練当日の動き
　8:00　　  「想定直下型地震発生」
　　　　      防災無線のサイレンにより、住民が一次避難場所へ
                  避難開始する。
　8:15頃　 組長が中心となり、組ごと全員の安否確認をする。
　9:00頃　 自主防災会で安否を集計し、各支所に無線および持参
　　　　　　 により報告する。
                  消防団は、各支所（分団長）に被害状況を報告する。
10:00頃　 市対策本部は、支所からの安否集計及び被害の終息確 
                  認をする。（その後、自主防災会ごとの訓練に移行する。）

最初の大きな揺れは１～３分余震に注意

地震発生１～3分3～5分10分～

　　数時間
数時間～

　　　３日
避難生活

●身の安全を守る
●出口の確保

●火の元の確認
●家族の安全確認
●靴・スリッパを履く
●危険な地域は即避難

●隣近所に声掛け
●近所に火が出て
　いたら初期消火

●壊れた家には戻らない
●水・食糧は蓄えで賄う
●自主防災会に協力

●協力して消火・救出活動
●正しい情報確認
●避難に車を使わない
●避難時、ブロック塀、ガラス、がれきに注意

●指定された避難場所へ
●秩序ある避難生活

防災特集
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８月 26日(日)　午前８:00～（小雨決行）

   

今
月
実
施
す
る
防
災
訓
練
で
は
、
常
に
人
命
の

安
全
確
保
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
す

ば
や
い
『
初
動
（
初
期
活
動
）
避
難
』
を
重
視
し
て
、

自
主
防
災
会
を
中
心
と
し
た
実
効
力
の
あ
る
備
え

と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
等
の
救
援
を
含
め
た

地
域
全
住
民
の
個
別
安
否
確
認
や
情
報
伝
達
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域
実
情
に
応
じ
た
防
災

活
動
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
被
害
の
減

少
を
目
的
と
し
ま
す
。

直
下
型
地
震
発
生
、 

そ
の
と
き
あ
な
た
は
！

■屋外にいたら
●バックなどで頭を保護し
　空き地や公園に避難

●ガラスや看板などの落下
　物に注意

●建物、ブロック塀、自動販
　売機などには近寄らない



南アルプス3

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
未
曾
有

の
大
災
害
『
東
日
本
大
災
害
』…

あ
れ

か
ら
１
年
４
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
昨

年
３
月
18
日
に
宮
城
県
多
賀
城
市
へ
救

援
物
資
を
届
け
に
伺
っ
て
以
来
、
４
月

に
は
岩
手
県
釜
石
市
に
１
週
間
滞
在
し
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
補
助

や
避
難
所
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
宮

城
県
や
福
島
県
、
岩
手
県
の
被
災
地
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
多
く
の
被
災
者
と
話
す
機

会
が
あ
り
、「
近
く
に
病
院
が
な
く
、
薬

が
も
ら
え
な
い
。
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒

く
て
大
変
。
隣
が
知
ら
な
い
人
な
の
で

頼
め
な
い
。」
な
ど
生
活
の
不
便
さ
を
訴

市社会福祉協議会 
地域福祉課　
小林陽一 さん

ご近所づくりが地域防災力に

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、「
生
き

て
い
る
私
た
ち
が
亡
く
な
っ
た
人
た
ち

の
分
ま
で
昔
よ
り
も
も
っ
と
い
い
街
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
知
ら
な
い
者
同

士
手
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。」
と
、
地

域
や
仮
設
住
宅
で
の
新
た
な
絆
づ
く
り

の
動
き
も
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

山
梨
県
で
は
あ
ま
り
災
害
が
起
き
て

い
な
い
た
め
、
防
災
に
対
し
て
の
意
識

が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
一

度
こ
の
大
災
害
を
思
い
出
し
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
、
家
族
に
で
き
る
こ
と
、

そ
し
て
組
単
位
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
う
一
度
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
こ
と
を
考
え
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
ど

こ
に
行
っ
て
も
、
ご
近
所
で
「
顔
の
見

え
る
、
名
前
が
分
か
る
」
関
係
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
総
合
防
災
訓
練

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
り
、
家
族
や
近
隣
と
協
力
し

た
助
け
合
い
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
防

災
へ
の
第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

被災地でのボランティア活動の様子

助け合う　救うも救われるも　身近な人
家族で、近所で、自主防災組織で、もう一度真剣に話し合ってください。

家族で

近所で自主防災会で

　　　　 　　　●揺れがおさまったら火の元の確認（ガスの元栓、電気の遮断）

　　　　　　　 ●家族間の連絡方法を決めておく（携帯電話以外も）

　　　　 　　　●非常持出し袋の場所の確認（中身の確認も）

家族の安全確認

隣近所に声をかける
　　　　 　　　●近所に火が出ていないか確認する

　　　　 　　　●災害時要援護者の安全確保

みんなで消火・救助活動
　　　　 　　　●ラジオや防災無線で正しい情報を確認する

　　　　　　　 ●避難の際は、ブロック塀、ガラス、がれきに注意

　　　　　　　 ●一時避難所、指定避難所の確認

家庭の備蓄
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西吉田区　

饗庭秀一 区長
（豊地区区長会長）

   

豊
地
区
で
は
、
今
年
１
月
に
開
催
さ

れ
た
避
難
所
開
設
運
営
講
座
へ
の
参
加  

を
き
っ
か
け
に
避
難
所
運
営
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
講
座
受
講
後
、
豊
小
学
校
と

の
話
し
合
い
の
中
で
、
地
区
の
防
災
を

も
っ
と
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
学
校
や
市
役
所
と
連
携
し
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

   

豊
地
区
に
は
５
つ
の
区
が
あ
り
、
各

区
長
や
指
定
避
難
場
所
と
な
る
豊
小
学

校
の
先
生
、
市
役
所
や
社
協
の
職
員
、

さ
ら
に
は
地
域
の
関
係
組
織
代
表
と
何

度
か
会
議
を
重
ね
、
実
践
的
な
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
心
が
け
ま
し
た
。

   

通
常
の
指
定
避
難
場
所
と
は
別
に
、

要
援
護
者
や
歩
行
困
難
者
な
ど
の
福
祉

避
難
所
と
し
て
「
働
く
婦
人
の
家
」
を

活
用
す
る
こ
と
や
、
災
害
時
の
安
否
確

認
の
た
め
地
区
住
民
の
名
簿
台
帳
と
な

る
「
豊
心
カ
ー
ド
」
を
作
成
す
る
こ
と

実
効
性
の
あ
る

避
難
所
運
営
に
取
組
み
な
お
す
（
豊
地
区
）

　

藤
田
区
は
、
若
い
夫
婦
を
単
位
と
す

る
１
世
代
家
族
の
転
入
や
転
居
が
多
い

地
域
で
、
自
治
会
組
織
へ
の
加
入
率
が

低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
に
市
社
協
が
主
催
し
た

災
害
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に

藤田区　

柴田忠洋  区長

自
発
的
に
立
ち
上
が
っ
た

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
（
藤
田
区
）

　
藤
田
区
か
ら
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
時
藤

田
区
で
は
、
約
半
数
の

世
帯
が
自
治
会
に
未
加

入
と
い
う
状
況
の
中
、

地
域
防
災
力
の
観
点
で

強
い
危
機
感
を
感
じ
、

自
治
会
組
織
と
は
別
に

藤
田
区
全
体
を
対
象

に
、
藤
田
地
区
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

形
ば
か
り
の
防
災
訓

練
は
や
め
よ
う
と
、
平

成
18
年
度
の
自
主
防
災

訓
練
か
ら
内
容
を
全
面
的
に
見
直
し
た

り
、
寸
劇
の
上
演
を
通
し
て
地
域
防
災

の
必
要
性
を
説
い
た
り
と
い
っ
た
活
動

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
へ
の
加
入
の
有
無
を
問
わ
ず
50
世

帯
を
目
安
に
編
成
し
た
小
地
域
防
災
体

制
の
整
備
や
、
避
難
場
所
の
見
直
し
な

ど
の
工
夫
に
よ
り
、
組
に
加
入
し
て
い

な
い
住
民
の
参
加
も
多
く
な
り
、
自
治

会
へ
の
加
入
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
ら
の
地
域
の
〝
絆
〞

を
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

検討会議の様子

な
ど
も
詰
め
て
き
ま
し
た
。

　

区
長
会
長
と
し
て
の
私
の
役
割
に
つ

い
て
も
、
被
災
時
に
地
元
の
西
吉
田
区

と
、
豊
地
区
全
体
の
指
定
避
難
場
所
の

開
設
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
な
ど
、

会
議
の
中
で
取
り
決
め
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
総
点
検

と
し
て
、
豊
地
区
独
自
で
避
難
所
開
設

の
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
被
災
時
の
具
体
的
な
課
題
を
一
つ

ひ
と
つ
話
し
合
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

自主防災会も始動

防災啓発の寸劇

ほ
う
し
ん



南アルプス5

NPO法人 市民団体 燃料精製会社一般家庭 市役所

廃食油の回収 廃食油の引渡し

廃食油からBDF燃料精製

BDF燃料の購入 公用車へBDF燃料の使用

BDF燃料使用によりCO2 削減

NPO法人との恊働事業

廃食油（てんぷら油）回収事業に取り組んでいます

廃食油回収ボランティア募集
廃食油の回収をお手伝いしてくれるボランティアを募集中です。

場所：市民活動センター（櫛形地区）

日程：左記の市民活動センターの回収日程表のとおり

時間：朝８時から９時までの１時間です。

※協力していただける方は、地球温暖化対策室までご連絡ください。

【お問合せ】　地球温暖化対策室　℡（２８２）７４０９

櫛形
市民活動センター
8:00～９:00

８月２５日（土）

９月２２日（土）

１０月２７日（土）

１１月２４日（土）

１２月１５日（土）

１月２６日（土）

２月２３日（土）

３月２３日（土）

八田支所 白根支所 芦安支所 若草支所 甲西支所

８月５日（日） ○ ○

９月２日（日） ○ ○

１０月７日（日） ○ ○

１１月４日（日） ○ ○

１２月２日（日） ○ ○ ○

１月６日（日） ○ ○

２月３日（日） ○ ○

３月３日（日） ○ ○

実施日
8:00 ～ 9:00

回収場所

回収日時と回収場所
　・地区は関係ありません。都合の良い回収場所にお持ちください。
　・下記日程以外に、毎週水曜日(祝日を除く）、8:30～18:30の間、地球温暖化対策室でも回収しています。

　市では、市民と協働して家庭から出る廃食油を回収しています。回収した油は、軽油の代替燃料としてバイオディー
ゼル燃料 (ＢＤＦ) に加工し、市の環境パトロールカーやコミュニティバスの燃料として活用しています。
　ＢＤＦは軽油と比べ、ＣＯ２の排出も少ないため、環境に優しいエネルギーといえます。この取り組みにより昨年は
約32.3 トンのＣＯ２の排出削減を行うことができました。
　廃食油回収量は、まだまだ不足しています。回収へのご協力をお願いします。

※回収は、「NPO 法人協働で素敵にま
ちづくり南アルプス共和国」と市が
協働事業として行っています。

使用済・賞味期限切れ



　
南
ア
ル
プ
ス
は
雄
大
な
山
脈
と
氷
河
時
代
に
形
成
さ
れ

た
地
形
、
多
く
の
固
有
種
や
遺
存
種
が
生
息
す
る
国
内
最

大
規
模
の
森
林
を
有
し
、
緑
の
山
岳
地
帯
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会(

事
務

局
静
岡
市)

で
は
現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
を
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
南

ア
ル
プ
ス
市
、
韮
崎
市
、
北
杜
市
、
早
川
町
で
構
成
す
る

山
梨
県
連
絡
協
議
会
で
も
こ
の
登
録
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
め
ざ
し
ま
す

　
南
ア
ル
プ
ス
は
雄
大
な
山
脈
と
氷
河
時
代
に
形
成
さ
れ

た
地
形
、
多
く
の
固
有
種
や
遺
存
種
が
生
息
す
る
国
内
最

大
規
模
の
森
林
を
有
し
、
緑
の
山
岳
地
帯
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
進
協
議
会(

事
務

局
静
岡
市)

で
は
現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
を
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
登
録
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
南

ア
ル
プ
ス
市
、
韮
崎
市
、
北
杜
市
、
早
川
町
で
構
成
す
る

山
梨
県
連
絡
協
議
会
で
も
こ
の
登
録
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

南
ア
ル
プ
ス
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
め
ざ
し
ま
す

八本歯コルから望む間ノ岳
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eco park
minami-alps

　
人
間
社
会
の
発
展
と
と
も
に
自

然
環
境
が
崩
壊
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
今
、

地
域
か
ら
自
然
環
境
を
保
全
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
「
人
間
と
自
然
の

共
生
」
を
め
ざ
す
た
め
に
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
行
政
と
企
業
が
一

体
と
な
り
、
将
来
の
世
代
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
必
要
で

す
。
そ
の
取
組
み
に
有
効
な
手
段

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。

◎
登
録
の
必
要
性

ユネスコエコパークって？
   ユネスコエコパークはユネスコ（国際連合教育科学機関）が、人間と

自然の共生をめざすため、1971 年に発足した「人間と生物圏計画

(Man and the Biosphere)」の中心となるプログラムで、地域の大切な

自然を守りながら、地域社会の発展を目指すものです。

　正式には「Biosphere Reserve( 生物圏保存地域 )」といいますが、

日本ではユネスコエコパークと呼んでいます。「自然環境を保護・保全し

つつ、地域の持続可能な社会経済発展を実践する場」として各国でその

活用が行われ、現在 114 カ国が参画し、580 件が登録されています

(2012年 4月現在 )。

※「エコ」とは、和製英語です。もともとは生物学のなかの生態学のこと
を指す「エコロジー」を指していましたが、現在では一般的に自然や環境
に配慮した企業活動や市民活動、自然保護運動など幅広く使用されていま
す。また、「ユネスコエコパーク」という呼び方は日本だけで使われてい
ます。

緩衝地域における自然観察会の場

核心地域の山岳景観

移行地域の果樹農業と南アルプス

　
世
界
遺
産
は
唯
一
無
二
の
財
産

を
条
約
に
基
づ
く
厳
し
い
保
護
措

置
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で
は
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
保
全

（
保
護
）、
開
発
、
学
術
支
援
が
で

き
、
何
よ
り
も
地
域
の
人
間
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

「
自
然
を
守
り
な
が
ら
地
域
の
人

間
活
動
（
伝
統
文
化
、産
業
、研
究
、

教
育
）
の
実
践
の
場
で
あ
る
こ

と
」。
そ
れ
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
で
す
。

夜叉神峠からの白根三山



南アルプス 8

eco park
minami-alps

　

南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
環
境
や
動
植
物
、
さ
ら
に
伝

統
文
化
や
歴
史
、
民
俗
な
ど
幅
広
い
分
野
の
学
術
的

な
調
査
研
究
活
動
の
拠
点
と
し
て
南
ア
ル
プ
ス
の
魅

力
を
磨
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
南
ア
ル
プ

ス
の
自
然
資
源
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た

り
守
り
伝
え
る
し
く
み
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。
ま
た

そ
の
活
動
が
国
際
的
に
高
く
評
価
を
受
け
、
地
域
の

人
々
の
誇
り
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
区
域
内
の
文
化

施
設
や
伝
統
工
芸
、
地
場
産
業
な
ど
ユ
ネ
ス
コ
を
通

し
て
国
内
外
に
紹
介
で
き
、
い
っ
そ
う
南
ア
ル
プ
ス

の
特
性
や
魅
力
を
発
信
で
き
ま
す
。

　
特
に
地
場
産
業
は
「
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
商
品
価
値
が
高
ま
り
、

併
せ
て
農
業
の
６
次
化
な
ど
に
も
有
効
に
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
企
業
な
ど
は
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
的

な
経
営
方
針
を
さ
ら
に
高
め
評
価
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
教
育
活
動
や
観
光
振
興
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
広
域
的
に
、
か

つ
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
、

一
層
の
集
客
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
将
来
は
環
境
に
配
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
認
可
（
審

査
）
や
活
動
に
対
し
て
も
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

◎
登
録
さ
れ
る
と　

　
　

〜
こ
ん
な
魅
力
が
生
ま
れ
ま
す
！
〜

ユネスコエコパークには
３つの機能があります。

保全機能：自然を守る

学術的支援：科学的な調査を支援

経済と社会の発展：自然を利用する

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
す
る
た
め
に
は
対

象
と
な
る
地
域
（
土
地
）
を
３
つ
の
区
域
に
設
定
し

ま
す
。

 

核
心
地
域
　
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地

区
な
ど
自
然
環
境
を
厳
重
に
守
る
地
域

（
例
）
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
住
む
高
山
帯

な
ど
。

 

緩
衝
地
域
　
環
境
教
育
や
レ
ジ
ャ
ー
、
調
査
研
究
や

観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
に
利
用
で
き
る
地
域

（
例
）
櫛
形
山
県
民
の
森
や
甘
利
山
な
ど
自
然
を
守
り
、

環
境
教
育
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
利
用
で
き
る
地
域
。

 

移
行
地
域
　
人
が
暮
ら
し
、
社
会
活
動
や
経
済
活
動

な
ど
地
域
社
会
が
発
展
す
る
地
域
。

（
例
）
居
住
地
域
。
人
々
が
生
活
し
、
企
業
な
ど
の
経

済
活
動
が
で
き
る
地
域
。

◎
登
録
の
た
め
に　

　
　

〜
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　

３
つ
の
地
域
と
３
つ
の
機
能
〜

ライチョウ

さくらんぼ狩り
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規制は生まれるの？
　ユネスコエコパークは世界遺産とは違い、登録に伴う新たな法規制はあり
ません。現行の国内法（例えば自然公園法など）で管理運営されます。
ただし、登録後は 10 年ごとに自然環境の移り変わりや地域の社会活動や経
済活動の報告が義務付けられます。また、地域でユネスコエコパーク管理運
営計画を組織的に構築する必要が生じます。

　

ま
ず
３
つ
の
区
域
を
設
定
す
る
に
あ
た
り
そ
の
土

地
の
所
有
者
と
の
合
意
形
成
の
上
、
所
定
の
申
請
書

を
文
部
科
学
省
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
へ
提
出
し
ま

す
。
政
府
で
は
、
文
部
科
学
省
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員

会
自
然
科
学
小
委
員
会
Ｍ
Ａ
Ｂ
分
科
会
に
よ
っ
て
審

査
し
、
審
査
基
準
に
合
致
し
た
も
の
が
ユ
ネ
ス
コ
へ

提
出
さ
れ
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ

Ｂ
国
際
調
整
理
事
会
で
審
査
、
登
録
の
可
否
が
決
ま

り
ま
す
。

◎
登
録
に
必
要
な
手
続
き
は

日本のユネスコエコパークはどこにあるの？
　1980年に4つのユネスコエコパークが生まれました。
　　・志賀高原（長野県）
　　・白山（石川県、岐阜県）
　　・大台ケ原・大峯山（奈良県、三重県、和歌山県）
　　・屋久島（鹿児島県　世界自然遺産登録地）
　そして今年、宮崎県綾町の照葉樹林が登録されました。

キタダケソウ

北伊奈ヶ湖

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
最
大
の
魅
力
は
、

行
政
区
域
に
と
ら
わ
れ
ず
南
ア
ル
プ
ス
と
い
う

大
き
な
山
を
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
し
て
一
体
的

な
自
然
環
境
の
保
全
や
利
用
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
す
。

　
雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
守
り
、
そ
の

山
麓
に
暮
ら
す
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
し
ょ

う
！

　
登
録
申
請
に
伴
い
、
今
秋
、
市
民
説
明
会
や

出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
へ
発
信
し
、

有
効
な
自
然
資
源
の
保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　 【お問合せ】　みどり自然課　℡（282）7259

　芦安小学校と芦安中学校は、昨年６月にユネスコが推進するユネ

スコスクールに登録され、ユネスコの理念に沿った地域の環境につ

いての持続発展教育を実施しています。

　昨年度も、「南アルプス自然体験活動」や、「森林学習会・自然教室」

などを開催し、地域に根ざした活動を通じて自然環境の問題に目を

向け、子どもたちが自らの体験から、環境保全と持続可能な社会の

あり方を考える大切な機会となっています。

ユネスコスクール

広河原から望む北岳

葉の形から植物の分類を行う
「芦安小学校樹木探偵団」

伊奈ヶ湖周辺の草木を使った
草木染体験
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市内のできごと

７月７日

ロンドンオリンピック出場者激励会

　　今年も南アルプスの山々での安全な登山を祈り、広河原
   で開山祭が開催されました。出席者による献花に続き、登
   山者の安全を祈願する「つる払い」の儀式では、ＮＰＯ法
   人芦安ファンクラブのメンバーが山の案内人に扮し、組み
   上げられたツルを斧で切り開き、参加者がやぐらを通り抜
   けました。
　　また、芦安中学校の生徒による献歌や夜叉神太鼓の演奏
　も行われ、晴天の南アルプスに響き渡りました。

６月30日

南アルプス開山祭
夏山シーズン到来

　　市民協働事業として企画された子育て応援イベント、ファ
　ミリーフェスタ2012 in 南アルプス市が櫛形総合体育館で
　開催されました。このイベントは、ロマンティック・マザー
　ズ・スタイルとＴＥＡＭ芦安若人が中心となって準備を進め、
　子育て支援・応援団体、企業や行政が一堂に会して、会場
　一杯にブースを展開しました。
　　市内外から多数の親子が詰め掛け、バザーや工作、巨大
　迷路やネイルアートなど、親も子どもも楽しめるイベント
　を満喫しました。

７月８日
ファミリーフェスタ2012

　　ロンドンオリンピック出場者の激励会が桃源文化会館で開催
　されました。出場するのは、ホッケー女子日本代表選手の藤尾
　香織選手、同競技の審判員として出場する相馬千恵子さんで、
　同じくホッケー日本代表のバックアップメンバーとして飯村美
　香選手が帯同します。
　　激励会では、関係者から祝福と激励を受けたあと、藤尾さん、
　相馬さんが力強く出場の意気込みを述べると、会場からは大き
　な拍手が起こっていました。

夢の舞台、五輪出場の決意を表明

地域全体で子育てを応援

花束を受け取る飯村選手

後輩から祝福を受ける藤尾
選手と相馬審判員
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７月21日

スイミングフェスティバル2012
水しぶきと笑顔はじける

　南アルプス市体育協会は、市内の小学生たちに、水に
親しみスイミングの楽しさを知ってもらおうと、スイミ
ングフェスティバルを開催しました。フェスティバルに
は、約200人の小学生が集まり、25ｍの水泳記録会に挑
戦しました。
　また、記録会の後は、ピンポン玉を使った玉入れ合戦
や浮島リレーなどのゲームや、豪華景品が当たるお楽し
み抽選会を楽しみました。

　

７月22日

７月22日

ヨットとカヌーの体験教室
伊奈ヶ湖で開催

　　市と観光協会、白根Ｂ＆Ｇ海洋センターが共催して、
　ヨットとカヌーの体験教室が伊奈ヶ湖で行われました。
　　参加者はほとんどが初心者で、指導員からパドルの
　使い方やヨットの帆の操作方法などを教わってから湖
　に乗り出しました。
　　体験会で使用したヨットは、オプティミストヨット
　と呼ばれる全長２メートルあまりの小型のもので、時
　おり湖畔に吹く爽やかな風を受けて、笑顔を浮かべな
　がら楽しそうに操っていました。

春仙美術館   夏の夕べ
美術館の夏祭り

　　春仙美術館では、日頃の感謝を込めて、地域の人たち
　との交流を更に深めるため美術館を終日入館無料とし、
　夏祭りを開催しました。
　　館外では小笠原区や美術館協力会などによる模擬店が
　並び、館内では絵手紙体験講座や、さまざまな工作がで
　きる美術館ワークショップのコーナーなどがあり、訪れ
　た人たちは美術館での休日の1日を楽しんでいました。



美 術 館
M i n am i - A l p s  C i t y

参上！
　南ぷす自慢し隊

VOL.5   夏本番、果実の季節が続きます。
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銀 ム場所は全て山梨中 スタジア （小瀬スポーツ公園内）

援 よ しくぼくたちの応 を ろ ！ヴァンフォーレ甲府　
ホームゲーム試合日程

Ｊ２リーグ戦

　８月 12日(日)  18:00　　水戸ホーリーホック
 　８月 22日(水)  19:00　　モンテディオ山形

８月 26日(日)　18:00　　横浜ＦＣ　 　　　　

ォ
ム ジペー をご確認ください

詳しくはヴァンフ ーレ甲府
ホー 。
http://www.ventforet.co.jp/
game/gameschedule/

●当コラムでは、みなさんの「ここ知ってる？」「あそこいいよ！」そんな声を
　募って取材に出かけて行きます。あなたの自慢したいスポットをぜひお知ら
　せください。 　　　　　　　　　　　　　秘書課 広聴広報担当 ℡（282）6037

M
Museum Infromation

■春仙美術館

　　  名取春仙と山村耕花は、新版画
   運動の代表的な画家で、両者の際
   立つ個性は大正新版画における役者絵板画の双璧とい
   われています。
      今展では、当館所蔵の名取春仙・山村耕花の作品を
   一堂に展示しています。

開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日  月曜日・祝日の翌日
入 館 料  一般300円、大高生250円　中小生150円
　　　　　※20名以上団体料金２割引

     近代役者絵の双璧

   「名取春仙と

　　　
山村耕花」展

　　

お問合せ◇春仙美術館　℡（282）6600　FAX（282）6601

山村耕花「十一代目片岡
仁左衛門 大星由良之助」

■白根桃源美術館

　　　 当館所蔵の日本画作品の中から、選りすぐりの名品を
      一堂に展示しています。
         特に、中澤年章「若尾逸平一代図屏風」は、旧白根町
      在家塚（現 南アルプス市在家塚）に生まれ、甲州財閥の
      基礎を作った若尾逸平の生涯が描かれた大変貴重な作品
      です。

　　

収蔵日本画
    作品展　　

～８月26日（日）

お問合せ◇白根桃源美術館　℡（282）0149　FAＸ（282）1139

開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日  月曜日・祝日の翌日
入 館 料  大人300円、小人100円
　　　　　※30名以上団体料金２割引

                  ～９月23日（日）　　　　　　　

　　中澤年章「若尾逸平一代図屏風」より

　さくらんぼ、今年もおいしかった。そしていまは桃たちが

すっかり色づき収穫の日々、ブドウの房も成熟の一途。この

あいだ、ちょっと見慣れない葉を繁らせた畑に遭遇。近寄っ

てみると実っているのはどう見てもキウィではありませんか。

南アルプス市でキウィが育っていたとはつゆ知らず。（八田地

区あたりにたくさん樹があるそうです。）まさに完熟フルーツ

ランドの夏本番です。

　桃畑の多くには、地面に色づきをよくするために銀色の反

射シートが敷かれています。今年の桃の収穫について農家の

方に聞いてみると「桃は比較的

安定してとれる果実なんですよ。天候次第という面はもちろ

んありますが、幸いなことに山梨は昔からずっと台風の影響

の少ない土地ですからね」と。盆地の夏は暑いけど、台風被

害が少ないのも高い山々に囲まれているおかげなのかもしれ

ません。自然の恵みに感謝、今年もたくさんいただきまーす。

©2006 VFK
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          10日（金）

          14日（火）

  朗読会「きずな亭」           25日（土）

  朗読会「やすらぎ亭」           18日（土）

  安藤家住宅朗読会
  「ちょっと怖い夏の夜話」※要申込

          10日（金）

  子ども映画会「トムとジェリー 天国と地獄」          17日（金）

  工作教室「ドッカーン花火」

          毎週木曜日
          11日（土）

          18日（土）

  親子映画会「ヘンゼルとグレーテル」

  おはなし会0.1.2

          11日（土）・ 22日（水）

          26日（日）

          25日（土）

          17日（金）

          15日（水）

          16日（木）

          11・25日（土）

          ７日（火）

          毎週土曜日

          18日（土）

  夏休み子ども映画会
  「まめうしくん/学校の怪談 恐怖の学校編」

  おはなし会

  朗読会「いきやりどころ」

お問合せ・休館日
館  ☎（280）3300

6.13.20.27.31日

6.13.20.27.31日

6.13.20.27.31日

6.13.20.27.31日

6.13.20.27.31日

休

白根桃源図書館  ☎（284）6010
休

わかくさ図書館  ☎（283）1501
休

八田ふれあい図書館  ☎（285）5010
休

甲西図書館  ☎（282）7291
休

芦安分館８月の開館日
☎（282）7285
3.7.10.14.17.21.24.28.31日
開館時間　13：00～17：00

M i n am i -
A l p s  C i t

y

芙 蓉 の 会
団体紹介 　私たちの会は、家事に追われ忙しい日々の中で少しだけ自分の

時間を、と月２回隔週で活動している心を伝える絵手紙を描く会

です。

   温もりのある便りを描く―　それには季節の草花、旅先で見か

けた素敵な器、心に残る景色、心を打たれた言葉、感動、感激、

感謝を言葉にして、友人、知人、家族、特にお孫さんなどに絵と

文の便りを描く教室です。

　仲間に会って楽しく過ごす時間は至福の時。笑いあり、失敗あ

り、辛い出来事も仲間に聞いてもらうことで心が楽になり癒され

ます。

   絵手紙は、下手でいい、下手がいい、といわれています。

   みなさんも描いてみませんか。

　　　　　　　　　　　　　
代表　宮澤 好子　　
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　　　　結城昌子／著
　　　　小学館／出版社

『古代エジプトよみがえりのヒミツ』

月 の 催 し 物 案 内

ＪＴＢパブリッシング
                 ／出版社

『富士山 
日本一の名峰。文化遺産と自然のすべて』

  　

 「文化遺産」と「自然」と
いう２つの視点から、日本
の象徴である富士山の魅力
を紹介。富士山信仰をはじ
め、芸術の源泉としての富
士山、噴火の歴史、生息す
る植物や動物などを解説す
る。４つの登山ルートも収
録。

児童書新刊案内

一般書新刊案内

        　 人は死んでもあの世で生き
 ている。ツタンカーメン、ピ
 ラミッド、ミイラ、スフィン
 クス、そして「死者の書」…。
 古代エジプト人が信じていた
 死生観を、子どもにもわかり
 やすく解説する絵本。
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（小学館あーとぶっく 美のおへそ ２）

（楽学ブックス 自然 ２）



族
家

Healthy Life 健 康
健康を考えよう
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！

　 【お問合せ】　健康増進課　℡（284）6000

 

 

大震災はいつ起きてもおかしくありません。「いざ避難」という時に備えて、非常時持ち出し品を用
意し、ひとまとめにして取り出しやすいところに保管しておきましょう。

◆非常時持ち出し品の準備
□母子健康手帳　
□保険証
□飲料水（５００ｍｌペットボトルが便利）　　　
□粉ミルク（哺乳瓶、乳首）
□紙おむつ、おしりふき
□生理用品
□ウエットティッシュ
□ビニール袋
□着替え、タオルやガーゼのハンカチ、バスタオル
□食料（離乳食：ベビーフード　子供のおやつ：賞味期限の長いもの）
※両手を使えるようにリュック等につめておきましょう。
女性は最大５キロ程度です。準備ができたら背負ってみましょう。
※飲料水は備蓄として１日３Ｌ×家族●人×３日分＝●Ｌ　が目安です。

●人によっては一時的に母乳の出る量が少なくなることがあります。
　そのような場合は授乳を続けながら、不足する分はミルクを足すようにしましょう。
　粉ミルクや哺乳瓶・乳首などを用意しておくと役立ちます。
●災害時、母子健康手帳は赤ちゃんの健康管理に役立ちます。
　日ごろから飲んでいる薬や検査結果、連絡先などを記入し分かるようにしておきましょう。

出入り口の近くなど、すぐに持ち出せる目につきやすい場所に保管しましょう。
家族全員がその場所を知っておくことが大切です。

小さい子どもを持つ保護者のための防災対策

※一例ですので、ご家
庭の状況に応じて準備
して下さい。

 

100歳祝

お

めでとう
　　若い頃は教員として市内の小学校
に勤務していた遠藤さん。５人の子
どもを育て、民生委員、栄養改善推
進員として地域に貢献しました。現
在はデイサービスで仲間と楽しく過
ごしています。

遠藤  幸子さん（鏡中條）



夏の夜の動物たち。　今月の
くしがたやま
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深
い
闇
に
包
ま
れ
た
夜
の
森
の
中
で
動
物
た
ち
の
う
ご
め
く
音
が
し
ま
す
。

　
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ア
ナ
グ
マ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
日
本
に

も
と
も
と
生
息
す
る
動
物
の
ほ
と
ん
ど
が
夜
行
性
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
動
物
た
ち
は
日
没
が
迫
り
、
あ
た
り
一
面
が
薄
暗
く
な
る
頃
活
動
を

始
め
ま
す
。

　
こ
け
む
し
た
森
の
な
か
で
木
の
実
を
上
手
に
持
ち
な
が
ら
食
べ
る
ア
カ
ネ
ズ
ミ

が
現
れ
ま
し
た
。
巣
穴
か
ら
飛
び
出
す
と
、
木
の
実
を
両
手
に
か
か
え
て
美
味
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
す
。
手
の
ひ
ら
に
乗
る
ほ
ど
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
で
す
が
今
夜
も

大
忙
し
で
森
の
な
か
を
駆
け
回
り
ま
す
。

　
闇
夜
を
飛
び
交
う
動
物
た
ち
も
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
櫛
形
山
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
の
コ
ウ
モ
リ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
超

音
波
を
発
信
し
な
が
ら
、
素
早
く
暗
闇
を
飛
び
交
い
、
昆
虫
等
を
食
べ
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　
森
の
賢
者
と
呼
ば
れ
る
フ
ク
ロ
ウ
。「
ボ
ロ
着
て
奉
公
」
と
い
う
鳴
き
ま
ね
で
昔

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
か
す
か
な
小
動
物
の
音
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

独
特
な
耳
を
持
ち
羽
音
を
出
さ
ず
に
獲
物
を
狙
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
晩
鳥
と
言
わ
れ
る
ム
サ
サ
ビ
。
真
ん
丸
い
眼
を
し
て
ひ
ょ
う
き
ん
な

顔
立
ち
で
す
が
、
座
布
団
を
広
げ
た
よ
う
に
皮
膜
を
広
げ
て
木
か
ら
木
へ
と
飛
び

移
る
珍
し
い
習
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
大
き
な
動
物
と
い
え
ば
ニ
ホ
ン
ジ
カ
。
昼
間
は
登
山
者
が
い
る
の
で
め
っ

た
に
森
の
な
か
か
ら
現
れ
ま
せ
ん
が
、
深
夜
、
立
派
な
角
を
持
っ
た
オ
ス
が
定
点

カ
メ
ラ
の
前
に
現
れ
ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
群
れ
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
大
食
漢
な
の 

で
草
原
で
た
く
さ
ん
の
植
物
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
朝
が
来
る
ま
で
、
夜
の
森
は
夜
行
性
の
動
物
た
ち
で

大
に
ぎ
わ
い
。
人
知
れ
ず
生
き
る
動
物
た
ち
も
櫛
形
山

の
大
切
な
仲
間
た
ち
で
す
。

   
　
こ
の
夏
の
夜
、
櫛
形
山
で
小
さ
な
森
の
番
人

　
ネ
ズ
ミ
た
ち
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
眼
が
ま
ん
丸
な
ア
カ
ネ
ズ
ミ
に
こ
の
夏
会
え
る
か
も
。

　
夜
の
森
を
そ
っ
と
み
ん
な
で
の
ぞ
い
て
見
ま
し
ょ
う
。

アカネズミ（撮影：石原 誠さん）

KUSHIGATAYAMA MIDOKORO GUIDE 櫛形山
 見どころガイ
櫛形山
 見どころガイド

木から木へ移動するムササビ

フクロウのヒナ



平成24年8月1日発行総人口　　        　 73,630人   (－12)

住民基本台帳人口　72,554人   (－11)

　男　　　　　　　35,786人　(－20)

　女　　　　　　　36,768人 　 (＋  9)

　世帯　　　　　　25,719世帯(＋13)

外国人登録人口　　  1,076人 (－　1)　 

平成24年7月１日現在（対前月比）

No.113南アルプス広
報

父・伊左男　母・友実（西野） 

短いコメントを添えて
広報担当まで送ってください。

子どもの写真を募集しています。

父・竜司　母・彩（寺部） 父・慎吾　母・志穂（西野）

橙矢がいてくれてパパとママは
毎日とっても幸せです。ありがとう。 

我が家のアイドル♪
いつまでも仲良し姉妹でいてね♡ 

瑠愛ちゃん（４歳）

　　　
　

　　

はじめてのシャボン玉に大はしゃぎ。
君の笑顔はみんなを明るくするよ！

る な
とうや

　岡野　廉くん（１歳）

　　　

池本　橙矢くん（１歳）

各窓口サービスセンター

今月の表紙

所在地　〒400-0395 山梨県南アルプス市小笠原376
　　　　℡055（282）1111（代表） 055（282）1112

編　集　南アルプス市役所 秘書課 7306）282（℡

　　　　 1100）582（℡ 田八 ／ 0003）382（℡ 根白 ／
2112）882（℡ 安芦　　　　 ／ 0013）282（℡ 草若 ／
　0213）282（℡ 西甲　　　　

http://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/
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あ  る  ぷ  す  キ  ッ  ズ

れん

ALPS KIDS

FAX

　写真は、ヨット＆カヌー体
験教室での１コマです。伊
奈ヶ湖で気持ち良さそうに
パドルを操る参加者の表情
を撮りました。

市川　
來愛ちゃん（１歳）
ら ら 

県内合唱団の演奏や合同合唱をお聞きください。　
◇開催日／部門
　○８月25日(土)　開場12:30 開演13:00
　　　コンクール部門：中・高・大学生、合同合唱
　○８月26日(日)　開場9:30　開演10:00
　　　コンクール部門：一般／フェスティバル部門：合同合唱
◇場　所　桃源文化会館
※入場無料、申込不要
◇お問合せ　第28回国民文化祭南アルプス市実行委員会事務局（生涯学習課内）　℡（282）7778

          南アルプス市協働フォーラム in 2012
                    ～みんなで考え みんなでつくる 豊かな暮らし～
◇開催日　８月５日(日)
◇時　間　13:30～16:00
◇場　所　若草生涯学習センター
◇内　容　南アルプス市協働事業の歩み
　　　　　平成23年度協働事業報告会　など
　　　　　  ・能蔵池の環境整備と活性化事業
　　　　　  ・ループ橋と桜並木の風景づくり事業
　　　　　  ・南アルプス市内のバリアフリー化を考える調査
　　　　　  ・防災リーダー養成講座   

第２８回 国民文化祭・やまなし2013プレイベント  合唱の祭典
併催：第12回やまなし県民文化祭合唱フェスティバル2012
　　  第65回全日本合唱コンクール関東支部山梨県大会

                 ※車でご来場の際は、乗り合わせにご協力ください。
◇お問合せ　みんなでまちづくり推進課　℡(282)6493


















